１　美術講座①（株）墨任堂山口聴太郎氏による「東北大震災時の文化財レスキュー体験記」について感想をお書きください
· 100年に一度は文化財の修理が必要であることを初めて知り驚きました。修理が必要なものは“物言わぬ患者”であるという言葉が印象に残りました。

· いずれとれることを前提にして修理していることに驚いた。自然の物から長い年月をかけて接着剤を作っていく職人の伝統が続いてくれることを願う。

· 本日一番考えさせられた講座でした。東海地区に大震災が起きたら…と個人的に考えていたので、東北の取り組みが頼もしく思えた。修復できる人材が増えるように、手伝えるように育成してく必要を強く感じた。

· 体験に基づく実践的なお話で参考になりました。

· 古文書などの紙媒体や布などは復元に関わる「装潢士」という専門家の役割が非常に重要であることを知りました。

· 市内にこのような活動（仕事）をされている方がいるとは知らなかったのでとても勉強になりました。（２）

· 中学校での職業講和の講師に招きたいと思いました。

· 実際の仕事を見てみたいと思った

· まだ多くの人が行方不明の中、文化財をよみがえらせる仕事に行かれ、人間関係が大変な中、作業をすることの難しさを感じられたのですね。たくさんの方が文化財を見つけるべき方がなくなられたことは本当に残念ですが少しずつよみがえらせていってください。

· 伝統を守る・・・つなげていくという大切さを実感しました。

· 人・物・自然が一瞬にして被害を受け消えてしまうことにあらためて恐ろしさを感じました。そして、人命がもちろん一番なんでしょうが、文化財の被害から守ることも重要だということも、教師として生徒に伝えたいと思いました。

· 復元における現状維持、再修理を可能にしておくことは、文化財だけではなくあらゆる物事に通じる理念だと感じた。

· “文化財と災害”という観点から美術作品を含む文化財について考察したことがなかったので非常に新鮮なお話でした

・　静岡でも、大震災が起きた際、文化財を守っていく手立てを綿密化していくべき

だと思う
　　・　美術品を災害から守る体制を整えることは、東海地震が叫ばれて久しい本県ではもっと進んでいると考えていたが、話をきいて現実の厳しさをうかがうことができた。

　　・　ボランティアの関わりが重要だとわかった

　　・　「東北大震災と文化、美術」といったテーマで授業や展覧会企画をされている実践例はないかと気になっていたところだった「震災と文化財」という視点で話が聞けてよかったです

　　・　貴重な文化財を残していく、維持していくのは大変だけれど、大切なことだと思った

２　AMプログラムについて参加したものについての感想をお書きください

[1]美術講座②「鑑賞の手前～展示の手法・高校での移動美術展」（仮）

· 感想等を糸でつるして部屋を1つのオブジェにしてしまうという工夫がおもしろかったです。

· 美術館側にとっての展示の配慮（温度・湿度など）がわかった。

· 美術館作品が移動美術展で展示されるための条件がわかりました。

· 「本物を鑑賞できる」というのはすごく魅力的に感じました。もう少し実践的な講座かと思っていたので物足りなさを感じましたが＜「糸」をつるす＞展示は幅が広がりそうです。

· 糸を使った展示を中学校でも取り入れたいと思いました。

· 移動美術展がこれからもいろいろな場所で実施されるといいですね。

· 移動美術展はすごい企画だが、美術館側の負担が大きいと感じた。

· 普段の学校生活に溶け込むような企画になったらと思いました

· 地理的な問題もあり美術館に訪れたり美術作品を生で鑑賞することがほとんどない生徒にとって高校における美術展は興味をもつ良いきっかけになると思った

· 他の学校の取り組みがわかってよかった

· 展示については、美術だけでなく文化祭、教室の装飾など、学校内には展示に関わることが多くある。ぜひそうした視点で学習プログラムがあるといいなあと思いました
 [2]研究発表「静岡県立美術館中高生対象＜ART!＞の取り組み」

· 学校の連携とは異なる若者へのアプローチは興味深く、継続する中でどのように発展していくかを見ていきたい

· 発表の中でこのプログラムの美術館側における意義とこれからの展望についてお話があればよりわかりやすかったかもしれません

· 震災をきっかけにした中高生のARTへの取り組みに感心しました

· 関東東北大震災が契機となったようですが、中高生を引き込んだこうしたイベントが積み重ねられるようだと、美術館に親近感をいだく人が増えていくと感じた

· 美術館の中庭の造形が気になっていたが、経緯がわかり「糸による」つながり、アートとして人材（育成）として、興味深かった
 [３]実践発表「小学校教諭によるロダン館作品鑑賞授業」

· 子どもたちが自発的に意見や考えを述べている姿を見て、普段からの積み重ねの授業の質の高さが見て取れました

· 実際のやり方を見せてもらえて良かった

· カレーの市民の背景とかを先に教えた方がよいのでは?と思ったが、そんな余計なことは言わない方がよいということなのか?疑問が増した。

· 4年生の子どもたちと担任の先生との息ぴったりの授業で見ていて嬉しくなりました。素直な子どもたちの発言や身ぶりがみられ勉強になりました。

· 先生の語りかけ口調がとてもよかった

· 美術館での授業もざわざわしていなくてすばらしい

· 子供達からの素直な感想がとても深くて、余分な知識を与える前に、自由に作品と向き合うことの意義を考えさせられた。
· 子どもの視点から見るロダン作品のおもしろさに気付かされました。感想の交流によって多様な見方を学んでいく様子がわかり、とても参考になりました

３　PMのプログラムについて参加したものについての感想をお書きください
[１]静岡県立美術館「銅版画の実技と鑑賞」

· 普段はワークショップを企画する側ですが、参加者が制作を通してどのように鑑賞を豊かにすることができるか知ることができ、とてもよい体験となりした。

· また、説明もわかりやすくスタッフの皆さんのサポートも行き届いていてワークショップ運営の勉強になりました。

· 楽しく制作することが鑑賞を深めるという体験を今後の企画にも生かしていきたいと思います

· 1330から始まりあっという間に３じかんが過ごしました。とても密度の濃い内容で充実した時間でした。できれば2日間にわたってやりたかったです。5ｃｍ四方の銅板の中にいろいろな図柄が表現されとても面白い実習でした。またやってみたいです。

· できれば30分くらい他の先生方と美術・図工のトークをしてみたかったです。

· 彫りの種類、道具手順についていろいろ知ることができてよかった。道具の準備や工程の手間と、出来上がった作品の透明感のギャップが素敵でした。スタッフ、先生みなさん親切でわかりやすく楽しかったです。
[２]浜松市美術館「ガラス絵の実技と鑑賞」

· ガラス絵ならではの表現手順理解することができた

· 非常に魅力的な技法であると体感し学校教材としてぜひ活用していきたいと思った

· ガラス絵を見るのが初めてだったので、作品を見るのがとても新鮮で楽しかったです。いざ描いてみるとインクが絵具と混ざってにごってしまったり、思うように色が作れなかったりと予想以上に難しかったです。小学生には作成が難しいと感じましたが、いろいろな描き方があることを知る一つの例として、鑑賞で扱うと面白そうだと感じました

[３]研究発表①「MOA美術館＜紅白梅図屏風＞出張授業案」

· 進度が早くせっかくの情報を書き逃してしまったため印刷した資料がほしかったです

· レプリカの強みを感じました。

· これをきっかけに本物を見に来てくれるということは非常に意義のある授業だと思いました

· 授業で取り上げていた題材なので参考になりました。

· いろいろな側面からのアプローチができることを知りました

· 紅白梅図屏風のことがよくわかった

· 学習指導要項へのからみを含め日本美術の扱いを重視していかなくてはいけないと再認識するよい機会となり感謝します

· 尾形光琳の魅力にも再度触れることができ感動しました

· 授業案までいただきありがとうございました

· 「（出張美術講座を）私もやってみたい！」と思いました。美術館との連携というと、大変なイメージがありなかなかできませんが、これから考えていきたい

· 身近な文化財を題材にできる点がよかった

· 敷居が高いと思っていたMOA美術館が、学校側に非常に歩み寄ってくれてきているのがよくわかった。学芸員の方が、学習指導要領について大変勉強されている
[４]研究発表②「東海道広重美術館浮世絵教室と広重検定」

· 全国で最初に出来た広重の名前が入った美術館であること、浮世絵の普及に助力していることがわかりました

· 美術館として積極的に活動しよういう姿勢がうかがえて参考になった

· 浮世絵については中学2年生で取り扱いたい題材です。紹介のあったゲーム感覚で作品を見ていくやり方を参考に授業を実践してみようかと思いました

· 版木を使い広重の版の刷り体験ができることがわかったことは、それだけで（参加した）収穫であった

・　出前授業について特に興味深く、詳しく聞けて大変よかった。そうした活動を広げて欲しい
[５]研究発表③「静岡市美術館『鑑賞ガイド』をつかったミュージアム教室と創作と鑑賞が一体となったオープンアトリエ事業について」

· 一部の人が資料をもらっていないのが気になった

· 自分達の企画を形にしていくだけのスタッフの充実と館の運営のスムーズさが素晴らしいと思いました

· 魅力的で中身の充実したガイドブック。市内のみの配布の幅が市外にも広がると授業での取り扱いがふえるよいに思いました

· 子ども向けの鑑賞に力を入れていることがよくわかりました。それは同時に大人にもわかりやすいということなので、良い取り組みだと思います

· 浮世絵の魅力についてもっと勉強しなくてはいけないと思いました

· 鑑賞ガイドやトレカ、パンフレット等子どもの視点でいろいろ配慮されていることにびっくりしました。

· 静岡の子どもたちは恵まれているなと思いました

· これからの美術館運営は、もっと楽しく身近なものにしていくべき。子供に興味を持たせる取り組み（鑑賞ガイド等）に感心しました。

· 鑑賞ガイドの取り組みがおもしろかった

· ガイドやマニュアルのデザイン性の高さが参考となった。トレカやポチ袋など以前に作成したことがあり、美術館と同様な考えであることがちょっとうれしかった

・　静岡市美術館は、大変（交通が）便利な場にあり、子供にも紹介しているが、トレカなど、ゲーム要素が心を引き付けそうだと思った
[６]研究発表④「佐野美術館学校連携事業の展開と展望」

・　教育現場も美術館も業務は楽なものではないので、連携した事業展開は困難である。
・　ラジオやテレビの報道を知ってはいたが、当事者が目の前で報告していただけたのはありがたかった。
４　研修会全体の感想や意見、美術館への要望等があればお書きください

· 「京都千年の美の系譜」のレクチャー時間が30分では短く残念に思いました（２）

· 「京都千年の美の系譜」のレクチャーが、自分が子どもの立場になって鑑賞する良い機会になった

· 静岡県の美術館における教育普及活動の動向を知ることのできる大変有意義な研修会でした

· 分科会ということでしたが先生と学芸員が集まる数少ない機会ですので、美術館と学校地域家庭が連携する意義について全体的なお話があってもよいのではないかと思いました

· 美術館と学校の連携というのは私立館では単発になりがちなので、はじめに副館長がお話しされていた美術館の横のつながりということについて興味深くお話を伺いました

· 研修会の案内について、プログラムを選択する際に発表の内容などもう少し情報があるとわかりやすいです

· 県の研修は国などの研修より地域に密着しており大変意義深い企画と感じており今後も継続していただければと思います

· 美術館の教育普及担当として参加させていただきましたが、普段は一人でやっている現状の為、他館の取り組みや学校の先生の実践授業を拝見させて頂いたことは非常に良い刺激となり参考となりました

· どの講座も興味ある内容なので迷いました

· 部屋が暗すぎるとスクリーンが明るすぎて見続けるのが少し苦痛でした

· とてもよかったです（２）

· 授業案や学校との連携した上での分散会を充実させてほしい

· 美術館のアピールだけは別にいらない

· 第二回の方が内容的には充実していたように思う

· 各美術館がそれぞれの特色を生かして将来の展望を見据えて様々な取り組みをしていることがよくわかり、このような場をつくっていただいたことに感謝します

· 学校と美術館との連携はやはり重要でありこれから学校で鑑賞教育をすすめていく上でお世話になります。よろしくおねがいします

· まずは自分が定期的に足を運ぶようになって自分の周囲の人とアートなつながりができればと思いました

· 「ロボットの展示?」がとてもよかったです

· 1日で3つの講習、実習を受けさせていただき濃密な研修になりました

· もっとも忙しい時期に重なったが、事前に仕事の調整を行っていたので参加することができました。自己啓発につながるこのような事業には、他の業務を優先させてきたので参加していませんでしたが、今回参加して収穫が大きいと感じたので、次年度以降も実施されるようであれば参加しようと考えています

· 内容が多く、充実していた。プリントと掲示物で会場の表記が違っていたので会場を間違えてしまった
· 昨年、全国大会で美術館との連携の発表をいくつか聞いてきたが、静岡県は他県に比べると進んでいることを感じた。これもみな美術館側が、学校・教育普及活動に非常に力をいれてくれているからだと思う。改めて、感謝の気持ちをもちました

· 身近な美術館が、いろんな工夫をされていること、ワークショップなどの機会が増えていることを、子供にももっと紹介したい。生徒も日々忙しく、部活動などで休みも限られているが、美術館にも足を運んで欲しいと思っている
※高校生ギャラリートークについて

· 大変素晴らしい企画だと思いました

· 是非これからも継続してください

